
鹿児島県からのお知らせ

6
月
1
日（
金
）〜
8
月
11
日（
土
）

★は写真入りで紹介

14

県政
トピックス

7月18日(水)～8月5日(日)

第３３回霧島国際音楽祭

7月17日(火)

柏木由紀さん（AKB48）薩摩大使委嘱式

　

県
で
は
、本
県
の
持
つ
多
彩
な
魅
力
を
国
内

外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
く
た
め
、情
報
発

信
力
の
高
い
方
に「
薩
摩
大
使
」を
委
嘱
し
て
お

り
、こ
の
た
び
、鹿
児
島
市
出
身
で
人
気
ア
イ
ド

ル
の
柏
木
由
紀
さ
ん
に
委
嘱
し
た
。

　
平
成
23
年
度
に
県
が
製
作
し
た「
本
物
。鹿
児

島
県
」イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
Ｃ
Ｍ
へ
の
出
演
が
き
っ

か
け
。今
年
度
は
Ｃ
Ｍ
に
加
え
、ポ
ス
タ
ー
に
も

柏
木
さ
ん
を
起
用
し
て
い
る
。

　

当
日
は
、詰
め
か
け
た
大
勢
の
報
道
陣
に
囲

ま
れ
る
中
、伊
藤
知
事
が
委
嘱
状
を
手
渡
し
、鹿

児
島
の
物
産
の
Ｐ
Ｒ
を
要
請
す
る
と
、柏
木
さ

ん
は
、「
こ
れ

か
ら
広
め
て

い
き
た
い
」

と
笑
顔
で

応
じ
た
。

月
1
日(

金)

6

月
7

錦
江
湾
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
２
０
１
２・夏
の
部

～

日(

土)

28

奄
美
群
島
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
推
進
協
議
会

月
14
日(

木)
6

鹿
児
島
県
知
事
選
挙
投
開
票
日

月
8
日(
日)

7
月
12
日(

木)

7
お
お
す
み
農
業
法
人
経
営
者
塾
開
講
式

月
14
日(

土)

7
か
ご
し
ま
産
業
お
こ
し
郷
中
塾

～

日(

日)

15

★
月
17
日(

火)

7
柏
木
由
紀
さ
ん（
A
K
B
48
）薩
摩
大
使
委
嘱
式

★
月
18
日(

水)

7

月
8

第
33
回
霧
島
国
際
音
楽
祭

～

日(

日)

5

★
月
21
日(

土)

7
Ｈ 

－

Ⅱ
Ｂ
ロ
ケ
ッ
ト
３
号
機
打
ち
上
げ

月
21
日(

土)

7
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

～

日(

月)

30

月
22
日(

日)

7★
第
８
回
関
西
か
ご
し
ま
フ
ァ
ン
デ
ー

月
31
日(

火)

7★
第
30
回
国
民
文
化
祭
鹿
児
島
県
実
行
委
員
会

設
立
総
会・第
１
回
総
会

★
月
2
日(

木)

8
食
の
安
心・安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

月
10
日(

金)

8★
か
ご
し
ま
こ
ど
も
環
境
大
臣
任
命
式

月
10
日(

金)

8
Ｕ
Ⅰ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア〝
か
ご
し
ま
〞＆
県
内
就
職
合
同
面
接
会

月
11
日(

土)

8★
平
成
24
年
度
県
原
子
力
防
災
訓
練

月
1
日(

水)

8
平
成
24
年
度
漁
業
士
認
定
証
交
付
式

薬
物
乱
用
防
止
６・２６
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

月
14
日(

土)

7

　
第
33
回
霧
島
国
際
音
楽
祭
が
７
月
18
日
か
ら
８

月
５
日
ま
で
の
19
日
間
開
催
さ
れ
た
。

　
我
が
国
を
代
表
す
る
指
揮
者
で
本
県
出
身
の
下

野
竜
也
氏
を
は
じ
め
、国
内
外
の
著
名
な
音
楽
家
67

人
を
招
へ
い
し
、み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
を
メ
イ
ン
会

場
に
、県
内
各
地
で
66
回
に
及
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

を
開
催
。世
界
一
流
の
音
楽
家
た
ち
が
奏
で
る
美
し

い
ハ
ー
モ
ニ
ー
は
、多
く
の
方
々
を
魅
了
し
た
。

　
特
に
今
年
は
、近
代
化
産
業
遺
産
群
と
し
て
世

界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
い
る
鹿
児
島
市
の
異
人

館
で
も
初
め
て
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

　
ま
た
、今
年
２
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
音
楽
祭
の
創

設
者
ゲ
ル
ハ
ル
ト・ボ
ッ
セ
名

誉
音
楽
監
督
を
追
悼
す
る
特

別
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
さ
れ
、

み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
敷
地
内

に「
友
の
会
」な
ど
に
よ
る
記

念
碑
の
建
立
が
行
わ
れ
た
。
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独
立
行
政
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）は
、７
月
21
日
午
前
11
時
６
分
に
南

種
子
町
の
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
、Ｈ 

－

Ⅱ

Ｂ
ロ
ケ
ッ
ト
３
号
機
を
打
ち
上
げ
た
。

　
ロ
ケ
ッ
ト
に
は
、国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
Ｉ

Ｓ
Ｓ
）に
物
資
な
ど
を
運
ぶ
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

補
給
機「
こ
う
の
と
り
」３
号
機（
Ｈ
Ｔ
Ｖ
３
）を
搭

載
し
、打
ち
上
げ
か
ら
約
15
分
後
に
所
定
の
軌
道

に
投
入
、打
ち
上
げ
は
成
功
し
た
。

　
な
お
、Ｈ
Ｔ
Ｖ
３
は
、７
月
28
日
に
Ｉ
Ｓ
Ｓ
と
の

ド
ッ
キ
ン
グ
に
成
功
し
た
。

　
ま
た
、Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は
、肝
付
町
の
内
之
浦
宇
宙

空
間
観
測
所
か
ら
８
月
7
日
午
後
４
時
３０
分
に

観
測
ロ
ケ
ッ
ト

Ｓ 

－

３
１
０ 

－

４１
号
機
の
打
ち

上
げ
に
も
成
功

し
た
。

7月21日(土)

Ｈ－ⅡＢロケット３号機打ち上げ

7月22日(日)

第８回関西かごしまファンデー

7月31日(火)
第３０回国民文化祭鹿児島県実行委員会
設立総会・第１回総会

　
平
成
27
年
度
に
本
県
で
の
開
催
が
内
定
し
て
い

る「
第
30
回
国
民
文
化
祭・か
ご
し
ま
２
０
１
５
」の

県
実
行
委
員
会
の
設
立
総
会
お
よ
び
第
１
回
総
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　
国
民
文
化
祭
は
、各
種
文
化
活
動
の
日
頃
の
成

果
を
全
国
規
模
で
発
表・競
演
し
、交
流
す
る
国
内

最
大
の
文
化
の
祭
典
。本
県
で
は
、「
本
物
。鹿
児
島

県
〜
文
化
維
新
は
黒
潮
に
乗
っ
て
〜
」を
テ
ー
マ
と

し
て
、平
成
27
年
10
月
31
日（
土
）か
ら
11
月
８
日

（
日
）ま
で
の
９
日
間
に
わ
た
り
、県
内
各
市
町
村

で
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。総
会
に
は
市
町

村
長
や
関
係
文
化
団
体・経
済
団
体
の
会
長
な
ど

各
界
各
層
の
代
表
者
約
２

１
０
人
が
出
席
し
、鹿
児

島
な
ら
で
は
の
県
民
総
参

加
に
よ
る
祭
典
の
開
催
に

向
け
て
、準
備
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

京
セ
ラ
ド
ー
ム
大
阪
に
お
い
て
、関
西
エ
リ
ア

最
大
の
物
産
観
光
展「
関
西
か
ご
し
ま
フ
ァ
ン
デ

ー
」が
開
催
さ
れ
た
。

　
関
西
鹿
児
島
県
人
会
総
連
合
会
の
稲
盛
会
長

や
県
議
会
産
業
経
済
委
員
長
、県
議
会
観
光
振
興

議
員
連
盟
会
長
、県
内
市
町
村
の
首
長
ら
と
と
も

に
、丹
下
副
知
事
が
県
産
品
や
本
県
へ
の
誘
客
の

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。ま
た
、会
場
内
で
は
、新
た
に「
薩

摩
大
使
」に
就
任
し
た
柏
木
由
紀
さ
ん（
Ａ
Ｋ
Ｂ

４８
）を
起
用
し
た
本
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
Ｃ
Ｍ
を

放
映
す
る
な
ど
、鹿
児
島
の
情
報
発
信
も
行
っ
た
。

　
今
回
は
、過
去
最
多
の

２
３
０
企
業・団
体
が
３

３
３
ブ
ー
ス
を
出
展
、来

場
者
数
も
過
去
最
多
の

約
３
万
４
千
人
と
な
り
、

会
場
は
、熱
気
に
満
ち
あ

ふ
れ
た
。

出典：JAXA/NASA ○c  JAXA○c  JAXA
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県
民
の
健
康
の
保
護
な
ど
を
目
的
に
制
定
さ

れ
た「
鹿
児
島
県
食
の
安
心・安
全
推
進
条
例
」に

基
づ
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
鹿
児
島
市
で
開
催
さ

れ
、
県
民
の
方
々
や
食
品
関
連
事
業
者
な
ど
約

１
２
０
人
が
参
加
し
た
。

　
食
品
の
安
全
性
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、「
本
当
の『
食
の
安
全
』を
考
え
る
」

を
テ
ー
マ
に
国
立
医
薬
品
食
品
衛
生
研
究
所
の
畝

山
智
香
子
氏
に
よ
る
講
演
と
県
か
ら
の
情
報
提
供

を
行
っ
た
。講
師
か
ら
は「
全
て
の
食
品
に
何
ら
か

の
リ
ス
ク
が
あ
る
。特
定
の
食
品
に
偏
ら
な
い
食

生
活
を
。そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
海
に
溺
れ

な
い
よ
う
に
し
て
」と
の
呼
び
か
け
が
あ
っ
た
。

　

県
で
は
、今
後
も
食
の
安

心・安
全
の
確
保
に
関
す
る

正
確
な
情
報
の
提
供
と
そ

の
共
有
化
を
進
め
る
た
め

の
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
推
進
に
努
め
て
い
く
。

食の安心・安全シンポジウム

8月10日(金)

かごしまこども環境大臣任命式

平成２４年度県原子力防災訓練

　
自
然
環
境
保
護
や
環
境
保
全
活
動
を
積
極
的

に
行
う
意
欲
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
募

集
し
た「
環
境
レ
タ
ー
」の
優
秀
賞
６
点
が
決
定

し
、作
者
で
あ
る
６
人
の
子
ど
も
た
ち
を「
か
ご

し
ま
こ
ど
も
環
境
大
臣
」に
任
命
し
た
。

　

知
事
室
で
行
わ
れ
た
任
命
式
で
は
、知
事
か

ら
子
ど
も
た
ち
に
任
命
証
が
授
与
さ
れ
、ま
た

子
ど
も
た
ち
は
、自
分
た
ち
で
作
成
し
た「
か
ご

し
ま
こ
ど
も
環
境
宣
言
２
０
１
２
」を
発
表
。鹿

児
島
の
素
晴
ら
し
い
環
境
を
守
っ
て
い
く
た
め

に
、多
く
の
人
と
一
緒
に
環
境
の
こ
と
を
考
え
、

清
掃
活
動
な
ど
環
境
に
や
さ
し
い
活
動
を
行
っ

て
い
く
こ
と
や
、一
人
で
も
多
く
の
人
が
環
境

保
全
活
動
に
進
ん
で
取
り
組
む
よ
う
、た
く
さ

ん
の
人
に
呼
び
か
け
て
い
く
こ
と
を
宣
言
し
、

知
事
に
宣
言
書
を
手
渡
し
た
。

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
教
訓
を
踏

ま
え
て
、県
、薩
摩
川
内
市
、い
ち
き
串
木
野
市
お

よ
び
阿
久
根
市
が
策
定
し
た
原
子
力
災
害
対
策

暫
定
計
画
に
基
づ
き
、警
察
、消
防
、自
衛
隊
な

ど
１
３
３
機
関・団
体
、約
１
万
1
千
人
が
参
加

し
て
、原
子
力
防
災
訓
練
を
実
施
し
た
。

　

訓
練
で
は
、川
内
原
子
力
発
電
所
を
中
心
と

し
て
お
お
む
ね
半
径
20
㎞
圏
内
の
住
民
を
20
㎞

圏
外
の
避
難
所
へ
避
難
さ
せ
る
広
域
避
難
誘
導

訓
練
の
ほ
か
、避
難
先
の
市
に
設
置
し
た
救
護
所

に
お
け
る
緊
急
被
ば
く
医
療
措
置
訓
練
、ツ
イ
ッ

タ
ー
や
緊
急
速
報
メ
ー

ル
を
活
用
し
た
住
民
広

報
訓
練
な
ど
を
実
施
し

た
。ま
た
、各
避
難
所
で

原
子
力
防
災
に
関
す
る

講
習
会
を
実
施
し
た
。

8月2日(木)

8月11日(土)

や
ま 

ち  

か  

こ

う
ね


